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はしご車による逃げ遅れ者の救助訓練 

救急救命士からAEDの講習を受ける参加者 

　春の火災予防運動の一環として、４月１日、仙北市役所田沢湖
庁舎で防災訓練が実施され市職員と消防団員約１００人が参加し
ました。 
　防災訓練の前に
は、AED（自動体外
式除細動器）を使
用した救急講習が
行われ、参加者は
救急救命士から指
導を受けながら心
肺蘇生法を学びま
した。 

　４月１日より大石正文氏が仙北市連合消防団長に就任されました。大石氏は昭和
４５年４月から旧田沢湖町消防団員に任命され、平成１７年４月より同消防団長を務め
られ、この度連合消防団長に就任されました。 
　現在、仙北市の消防団は田沢湖、角館、西木の３つの消防団が連合して組織され
ており、今後１年間、各消防団の連絡調整役としてご活躍が期待されます。 

　３月２３日、秋田県庁第２庁舎８階大会議室において平成１８年
度消防功労者表彰式が行われ、仙北市では５名、１消防団が受
章されました。なお、受章者は下記のとおりです。 

　訓練は、強い直下型地震が発生し、田沢湖地区では震度６を記録。この地震
により田沢湖庁舎１階ボイラー室で火災が発生したという想定で行われました。
自衛消防隊による消火活動や来庁者の避難誘導、けが人の搬送、消防署員に
よる逃げ遅れ者の救出活動など本格的な訓練が行われました。 


